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(57)【要約】
【課題】簡単な構造で装飾体をポップアップ式に飛び出
させることが可能なポップアップメモ帳及びその作製方
法を提供することを目的とする。
【解決手段】底板１ａ、下蓋１ｂ、上蓋１ｃ、連結板１
ｄ、接着板１ｅ及び糊シロ１ｆが、一の板状体を所定の
複数の折り目で折られ、かつ所定の箇所で接着されるこ
とで形成されるケース部１０と、前記底板または前記接
着板に接着されるメモ用紙７より構成されるメモ帳であ
って、前記上蓋と連結板の所定箇所に切り込み３及び折
り目を入れることによって、前記下蓋と上蓋からなる蓋
部を開いた際に飛び出す飛び出し部１ｈと、該飛び出し
部を支持する支持板１ｇを具備することを特徴とするポ
ップアップメモ帳。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底板、下蓋、上蓋、連結板、接着板及び糊シロが、一の板状体を所定の複数の折り目で
折られ、かつ所定の箇所で接着されることで形成されるケース部と、前記底板または前記
接着板に接着されるメモ用紙より構成されるメモ帳であって、
　前記上蓋と連結板の所定の箇所に切り込み及び折り目を入れることによって、前記下蓋
と上蓋からなる蓋部を開いた際に飛び出す飛び出し部と、該飛び出し部を支持する支持板
を具備することを特徴とするポップアップメモ帳。
【請求項２】
　下底板、下蓋、上蓋及び上底板が、一の板状体を所定の複数の折り目で折られ、所定の
箇所に切り込みを入れられ、かつ所定の箇所で接着されることで形成されるケース部と、
前記上底板に接着されるメモ用紙より構成されるメモ帳であって、
　前記上蓋と上底板の所定の箇所に切り込み及び折り目を入れることによって、前記下蓋
と上蓋からなる蓋部を開いた際に飛び出す飛び出し部と、該飛び出し部を支持する支持板
を具備することを特徴とするポップアップメモ帳。
【請求項３】
　前記一の板状体が、矩形板であることを特徴とする請求項１又は２記載のポップアップ
メモ帳。
【請求項４】
　一の板状体の所定箇所に複数の折り目を入れることによって、底板、下蓋、上蓋、連結
板、接着板及び糊シロを形成する工程と、
　前記上蓋と連結板の所定箇所に切り込み及び折り目を入れることによって飛び出し部と
、該飛び出し部を支持する支持板を形成する工程と、
　前記複数の折り目を折り、かつ上蓋と下蓋及び糊シロと底板を接着することでケース部
を形成する工程と、
　前記形成されたケース部の前記底板または前記接着板にメモ用紙を接着する工程からな
ることを特徴とするポップアップメモ帳の作製方法。
【請求項５】
　一の板状体の所定箇所に複数の折り目及び切り込みを入れることによって、下底板、下
蓋、上蓋及び上底板を形成する工程と、
　前記上蓋と上底板の所定箇所に切り込み及び折り目を入れることによって飛び出し部と
、該飛び出し部を支持する支持板を形成する工程と、
　前記複数の折り目を折り、かつ上蓋と下蓋及び上底板と下底板を接着することでケース
部を形成する工程と、
　前記形成されたケース部の前記上底板にメモ用紙を接着する工程からなることを特徴と
するポップアップメモ帳の作製方法。
【請求項６】
　前記複数の折り目を入れる工程と、前記切り込みを入れる工程を同時に行うことを特徴
とする請求項４又は５記載のポップアップメモ帳の作製方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、装飾体のポップアップ機能を有するポップアップメモ帳及びその作製方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から一般的に使用されるメモ帳としては、例えば図１１に示すようなメモ帳４０が
よく知られている。このメモ帳は複数枚のメモ用紙の束４２が、台紙４１に固定されてお
り、またその台紙の端部が適当に折り返され穴４１ａを設けているものが多い。この穴は
、鉛筆やボールペン等の筆記具を立てておくためのものである。



(3) JP 2010-46984 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

【０００３】
　また、例えば特許文献１には図１２に示すような立体カレンダー付きメモ帳５０の発明
が開示されている。この発明は、メモ帳にカレンダーの機能を付加することで利便性を向
上させるとともに、メモ帳の使用者に趣味感を与えることを目的としている。
【特許文献１】特開平８－２５８４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記図１１に示したメモ帳４０では筆記具を立てられる機能は有するものの趣
味性に欠け、メモ帳の使用者に退屈感を与えるものであった。このメモ帳に趣味性を与え
るため、上記した特許文献１に示したようなカレンダー等を付加することも考えられるが
、その構造が複雑となりコストの点で問題があった。
【０００５】
　本発明は以上の点に着目して成されたもので、簡単な構造で装飾体をポップアップ式に
飛び出させることが可能なポップアップメモ帳及びその作製方法を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上述の目的を達成するため、以下（１）～（６）の構成を備えるものである
。
【０００７】
　（１）底板、下蓋、上蓋、連結板、接着板及び糊シロが、一の板状体を所定の複数の折
り目で折られ、かつ所定の箇所で接着されることで形成されるケース部と、前記底板また
は前記接着板に接着されるメモ用紙より構成されるメモ帳であって、
　前記上蓋と連結板の所定の箇所に切り込み及び折り目を入れることによって、前記下蓋
と上蓋からなる蓋部を開いた際に飛び出す飛び出し部と、該飛び出し部を支持する支持板
を具備することを特徴とするポップアップメモ帳。
【０００８】
　（２）下底板、下蓋、上蓋及び上底板が、一の板状体を所定の複数の折り目で折られ、
所定の箇所に切り込みを入れられ、かつ所定の箇所で接着されることで形成されるケース
部と、前記上底板に接着されるメモ用紙より構成されるメモ帳であって、
　前記上蓋と上底板の所定の箇所に切り込み及び折り目を入れることによって、前記下蓋
と上蓋からなる蓋部を開いた際に飛び出す飛び出し部と、該飛び出し部を支持する支持板
を具備することを特徴とするポップアップメモ帳。
【０００９】
　（３）前記一の板状体が、矩形板であることを特徴とする前記（１）又は（２）記載の
ポップアップメモ帳。
【００１０】
　（４）一の板状体の所定箇所に複数の折り目を入れることによって、底板、下蓋、上蓋
、連結板、接着板及び糊シロを形成する工程と、
　前記上蓋と連結板の所定箇所に切り込み及び折り目を入れることによって飛び出し部と
、該飛び出し部を支持する支持板を形成する工程と、
　前記複数の折り目を折り、かつ上蓋と下蓋及び糊シロと底板を接着することでケース部
を形成する工程と、
　前記形成されたケース部の前記底板または前記接着板にメモ用紙を接着する工程からな
ることを特徴とするポップアップメモ帳の作製方法。
【００１１】
　（５）一の板状体の所定箇所に複数の折り目及び切り込みを入れることによって、下底
板、下蓋、上蓋及び上底板を形成する工程と、
　前記上蓋と上底板の所定箇所に切り込み及び折り目を入れることによって飛び出し部と
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、該飛び出し部を支持する支持板を形成する工程と、
　前記複数の折り目を折り、かつ上蓋と下蓋及び上底板と下底板を接着することでケース
部を形成する工程と、
　前記形成されたケース部の前記上底板にメモ用紙を接着する工程からなることを特徴と
するポップアップメモ帳の作製方法。
【００１２】
　（６）前記複数の折り目を入れる工程と、前記切り込みを入れる工程を同時に行うこと
を特徴とする前記（４）又は（５）記載のポップアップメモ帳の作製方法。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、上記の構成を有することで、非常に簡単な構造で装飾体をポップアップ式に
飛び出させることが可能なポップアップメモ帳及びその作製方法を提供することが可能と
なる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を、実施例により詳しく説明する。
【実施例１】
【００１５】
　本実施例のポップアップメモ帳を図１と図２を参照しながら詳しく説明する。
【００１６】
　図１はポップアップメモ帳の構成を示した斜視図である。本ポップアップメモ帳は、ケ
ース部１０とメモ用紙７を基本構成品としている。このメモ用紙は、メモ紙を複数重ねた
従来からあるメモ紙の束であり、ケース部の底板１ａまたは接着板１ｅに最終的に接着さ
れる。
【００１７】
　一方、ケース部は図に示したように複数の構成品より構成されている。すなわち、底板
１ａ、下蓋１ｂ、上蓋１ｃ、連結板１ｄ、接着板１ｅ及び糊シロ１ｆを、これらの順に連
結した構造を基本としている。後述するが、これら底板等は例えば一枚の矩形状の紙を複
数の折り目で折ることにより作製される。また、上蓋と下蓋はその接合面の所定箇所で接
着されており、更に糊シロと底板も接着されているものとする。
【００１８】
　そして、本発明に係るポップアップメモ帳の最大の特徴である支持板１ｇと飛び出し部
１ｈが図のように構成、具備されている。この支持板と飛び出し部は、ケース部に後で付
加されたものではなく、上蓋と連結板の所定箇所に切り込み及び折り目を入れることによ
り、前記した折り目における折りと接着を行う過程で自然に形成されるものである。なお
、この支持板と飛び出し部の連結部にも折り目が入っている。また、図のように連結板１
ｄの端部に筆記具を立てるための穴１ｉを設けても良い。
【００１９】
　こうして作製したケース部１０に、前記したようにメモ用紙７を図の矢印方向Ｈに接着
することで最終的にポップアップメモ帳が完成する。この完成したポップアップメモ帳を
図２に示す。図２（ａ）は、ポップアップメモ帳を開いた状態を示す図であり、飛び出し
部が上蓋から飛び出した状態となっている。このとき、この飛び出し部の上部は支持板に
より支えられており、その下部は折り目を介して連結板と接続している。この飛び出し部
は、例えば種々のキャラクター（漫画の主人公等）であってもよいし、また樹木などであ
ってもよい。
【００２０】
　このように本実施例のポップアップメモ帳は、メモ帳を開いた状態でその使用者に種々
の趣味感を非常に簡便に与えることができる。図２（ｂ）は、ポップアップメモ帳の閉じ
た状態を示す図であり、図２（ａ）のＩ方向に上蓋を閉じたものである。このように飛び
出し部と支持板を無理なく収納することができる。
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【実施例２】
【００２１】
　本実施例は、実施例１で述べたポップアップメモ帳の作製方法に関するものであり、図
３～図５を参照しながら詳しく説明する。
【００２２】
　図３は本実施例のポップアップメモ帳の構成品の一つであるケース部１０の基板１を示
した図であり、図３（ａ）は表面図、図３（ｂ）は裏面図である。この基板１は今の場合
、矩形形状であるが、用途によっては他の形状の板であってもよい。基板１は、図３（ａ
）の左端から順に、底板１ａ、下蓋１ｂ、上蓋１ｃ、連結板１ｄ、接着板１ｅ及び糊シロ
１ｆが折り目（５ａ～５ｃ、５ｆ～５ｈ）を境として連続的に連結されている。すなわち
、ケース部１０を作製する第一工程はまず基板１の所定の箇所に複数の折り目をいれる工
程である。
【００２３】
　次に、支持板１ｇと飛び出し部１ｈを形成するため、上蓋と連結板の所定位置に切り込
み３及び折り目（５ｄ、５ｅ）を入れる。この切り込みの形状は、種々の形状の飛び出し
部に対応するものである。勿論左右対称形である必要はない。支持板の両端（５ｄ、５ｅ
）にも折り目が入れられている。これは、支持板と飛び出し部が自在に回転できるように
するためのものである。この切り込み及び折り目を入れる工程は、上記した折り目を入れ
る工程と別個の工程であっても、また同時の工程であってもよい。
【００２４】
　次に、上蓋の裏面の所定箇所（２ａ～２ｃ）に接着剤を塗布する。これは、上蓋と下蓋
を重ね合わせた際に両者を接着結合するためのものである。この接着剤の塗布工程は、折
り工程の後に行ってもよい。
【００２５】
　図４と図５を用いて、基板を折り、かつ接着することでケース部を作製する工程を説明
する。
【００２６】
　まず、図４（ａ）のように基板１を折り目５ｃを境にＡ方向に折ると同時に、折り目５
ｆを境にＢ方向にも折る。このＢ方向に折ることによって飛び出し部１ｈが図のＣ方向に
飛び出すこととなる。更に図４（ｂ）に示すように、基板の左側部分をＤ方向に回転させ
ると同時に、折り目５ｇを境にＥ方向に折る。その結果、基板１は図５（ａ）に示した状
態となるが、図３（ｂ）の糊部２ａ～２ｃが機能して上蓋と下蓋がその所定箇所で接着固
定されることになる。
【００２７】
　そして、図５（ａ）に示すように折り目５ｈを境にＦの方向に折ると共に、折り目５ａ
を境にＧの方向に折る。その後、糊シロ１ｆに糊、接着剤等を塗布してから、底板１ａと
接着結合する。これで、ケース部１０が完成したことになる。最後に、図５（ｂ）のよう
に作製されたケース部１０とメモ用紙７とを底板または接着板において接合する（図１参
照）。この接合は、糊で行っても良く、また両面接着テープを用いてもよい。
【００２８】
　上記したように、本実施例のポップアップメモ帳の作製方法によれば、少ない作製工程
で趣味感の豊かなポップアップメモ帳を作製することが可能となる。
【実施例３】
【００２９】
　本実施例のポップアップメモ帳は、実施例１のメモ帳と同様に飛び出し部及び支持板を
有するが、その構造がより簡単なポップアップメモ帳である。本実施例のポップアップメ
モ帳を図６と図７を参照しながら詳しく説明する。
【００３０】
　図６は本実施例の構成を示した斜視図である。本ポップアップメモ帳は、ケース部３０
とメモ用紙２７を基本構成品としている。このメモ用紙は、メモ紙を複数重ねた従来から
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あるメモ紙の束であり、ケース部の上底板２１ｄに最終的に接着される。なお、このメモ
帳２７の厚みは実施例１のメモ帳７より薄いものとする。
【００３１】
　一方、ケース部３０は、図のように複数の構成品からなる。すなわち、上底板２１ｄ、
上蓋２１ｃ、上蓋２１ｃ、下蓋２１ｂ及び下底板２１ａを、これらの順に連結した構造を
基本としている。後述するが、これらの上定板等は例えば一枚の矩形状の紙を複数の折り
目で折ることにより作製される。また、上蓋と下蓋及び上底板と下底板はそれぞれ所定の
箇所で接着されている。そして、本実施例のポップアップメモ帳の最大の特徴である支持
板２１ｅと飛び出し部２１ｆが、実施例１と同様、図のように具備されている。なお、こ
のポップアップメモ帳のケース部は実施例１のような連結板１ｄ及び接着板１ｅはなく、
代わって上底板２１ｄを有しているのが特徴である。こうして作製したケース部３０に、
メモ用紙２７を図の矢印方向Ｈに移動、接着することで最終的に本実施例のポップアップ
メモ帳が完成する。
【００３２】
　この完成したポップアップメモ帳を図７に示す。図７（ａ）は開いた状態、図７（ｂ）
は閉じた状態を示す。本実施例のポップアップメモ帳は、ケース部３０の厚みが小さいた
めメモ用紙２７もその厚みが小さいものを使用する。
【００３３】
　本実施例のポップアップメモ帳も、メモ帳を開いた状態で使用者に種々の趣味感を非常
に簡便に与えることができる。
【実施例４】
【００３４】
　本実施例は、実施例３で述べたポップアップメモ帳の作製方法に関するものであり、図
８～図１０を参照しながら詳しく説明する。
【００３５】
　図８は本実施例のポップアップメモ帳の構成品の一つでありケース部３０の基板２１を
示した図であり、図８（ａ）は表面図、図８（ｂ）は裏面図である。この基板２１は図で
は矩形形状であるが、他の形状の板であっても良い。基板２１は、図８（ａ）の左端から
順に、下底板２１ａ、下蓋２１ｂ、上蓋２１ｃ及び上底板２１ｄが折り目２５ａ、２５ｂ
と切り込み２３ｂを境として連続的に連結されている。すなわち、ケース部２０を作製す
る第一工程は、まず基板２１の所定の箇所に複数の折り目と切り込みを入れる工程である
。
【００３６】
　次に、支持板２１ｅと飛び出し部２１ｆを形成するため、上蓋と上底板の所定の位置に
切り込み（２３ａ）と折り目（２５ｃ、２５ｄ、２５ｅ）を入れる。この切り込みの形状
は、種々の形状の飛び出し部に対応するものである。この切り込みと折り目を入れる工程
は、別個の工程であっても、同時の工程であってもよい。
【００３７】
　そして、上蓋と上底板の裏面の所定箇所（２２ａ、２２ｂ）に接着剤を塗布する。これ
は、上蓋と下蓋及び上底板と下底板を重ね合わせた際に各々両者を接着接合するためのも
のである。この接着剤の塗布工程は、折り工程の後に行ってもよい。
【００３８】
　次に、図９と図１０を用いて、基板２１を折りかつ接着することでケース部を作製する
工程を説明する。
【００３９】
　まず、図９（ａ）のように基板２１を折り目２５ｂを境にＡ方向に折る。その結果、基
板２１は図１０（ａ）に示した状態になるが、図８（ｂ）の糊部２２ａが機能して上蓋と
下蓋がその所定箇所で接着固定されることになる。
【００４０】
　そして、図１０（ａ）に示すように折り目２５ａを境にＧ方向に折る。その結果、同図
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（ｂ）のような状態になるが、図８（ｂ）の糊部２２ｂが機能して、上底板と下底板が接
着固定されることになる。最後に、上底板の所定の位置にメモ用紙を接着して本実施例の
ポップアップメモ帳は完成する。
【００４１】
　このように、本実施例のポップアップメモ帳の作製方法によれば、少ない作業工程で趣
味感の豊かなポップアップメモ帳を作製することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】実施例１のポップアップメモ帳の構成を示す斜視図
【図２】実施例１のポップアップメモ帳の開閉状態を示す図
【図３】実施例２の作製方法の第１段階を示す図
【図４】実施例２の作製方法の第２段階を示す図
【図５】実施例２の作製方法の第３段階を示す図
【図６】実施例３のポップアップメモ帳の構成を示す斜視図
【図７】実施例３のポップアップメモ帳の開閉状態を示す斜視図
【図８】実施例４の作製方法の第１段階を示す図
【図９】実施例４の作製方法の第２段階を示す図
【図１０】実施例４の作製方法の第３段階を示す図
【図１１】従来のメモ帳を示す図
【図１２】従来のカレンダー付きメモ帳を示す図
【符号の説明】
【００４３】
１　　　基板
１ａ　　底板
１ｂ　　下蓋
１ｃ　　上蓋
１ｄ　　連結板
１ｅ　　接着板
１ｆ　　糊シロ
１ｇ　　支持板
１ｈ　　飛び出し部
１ｉ　　穴
２ａ～２ｃ　糊部
３　　　切り込み
５ａ～５ｈ　折り目
７　　　メモ用紙
１０　　ケース部
２１　　基板
２１ａ　下底板
２１ｂ　下蓋
２１ｃ　上蓋
２１ｄ　上底板
２１ｅ　支持板
２１ｆ　飛び出し部
２２ａ、２２ｂ　糊部
２３ａ、２３ｂ　切り込み
２５ａ～２５ｅ　折り目
３０　　ケース部
４０　　従来の第一のメモ帳
４１　　台紙
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４２　　メモ用紙
４１ａ　穴
５０　　従来の第二のメモ帳
８０　　ペン立て部
９０　　メモ用紙の束

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】

【図１２】

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月7日(2008.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底板、下蓋、上蓋、連結板、接着板及び糊シロが、一の板状体を所定の複数の折り目で
折られ、かつ所定の箇所で接着されることで形成されるケース部と、前記底板または前記
接着板に接着されるメモ用紙より構成されるメモ帳であって、
　前記上蓋と連結板の所定の箇所に切り込み及び折り目を入れることによって、前記下蓋
と上蓋からなる蓋部を開いた際に飛び出す飛び出し部と、該飛び出し部を支持する支持板
を具備することを特徴とするポップアップメモ帳。
【請求項２】
　下底板、下蓋、上蓋及び上底板が、一の板状体を所定の複数の折り目で折られ、所定の
箇所に切り込みを入れられ、かつ所定の箇所で接着されることで形成されるケース部と、
前記上底板に接着されるメモ用紙より構成されるメモ帳であって、
　前記上蓋と上底板の所定の箇所に切り込み及び折り目を入れることによって、前記下蓋
と上蓋からなる蓋部を開いた際に飛び出す飛び出し部と、該飛び出し部を支持する支持板
を具備することを特徴とするポップアップメモ帳。
【請求項３】
　前記一の板状体が、矩形板であることを特徴とする請求項１又は２記載のポップアップ
メモ帳。
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【請求項４】
　一の板状体の所定箇所に複数の折り目を入れることによって、底板、下蓋、上蓋、連結
板、接着板及び糊シロを形成する工程と、
　前記上蓋と連結板の所定箇所に切り込み及び折り目を入れることによって飛び出し部と
、該飛び出し部を支持する支持板を形成する工程と、
　前記複数の折り目を折り、かつ上蓋と下蓋及び糊シロと底板を接着することでケース部
を形成する工程と、
　前記形成されたケース部の前記底板または前記接着板にメモ用紙を接着する工程からな
ることを特徴とするポップアップメモ帳の作製方法。
【請求項５】
　一の板状体の所定箇所に複数の折り目及び切り込みを入れることによって、下底板、下
蓋、上蓋及び上底板を形成する工程と、
　前記上蓋と上底板の所定箇所に切り込み及び折り目を入れることによって飛び出し部と
、該飛び出し部を支持する支持板を形成する工程と、
　前記複数の折り目を折り、かつ上蓋と下蓋及び上底板と下底板を接着することでケース
部を形成する工程と、
　前記形成されたケース部の前記上底板にメモ用紙を接着する工程からなることを特徴と
するポップアップメモ帳の作製方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、上述の目的を達成するため、以下（１）～（５）の構成を備えるものである
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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